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　（インスタグラム）
　２次元コード

Ｘ〔エックス〕
　（旧ツイッター）
　２次元コード

YouTube 
　チャンネル
　２次元コード

　佐伯鶴城高校書道部は、１年生８人、２年生７人の
計15人で、「憧れを力に」というスローガンの下、学年
の垣根を越えて日々練習に取り組んでいます。 県内外
の展覧会に向けた作品づくりをはじめ、市内各地のイ
ベントでの書道パフォーマンス
や横断幕の作成など、幅広く活
動しています。 地域の皆様から
の温かい御声援を励みに活動し
ていきますので、各種行事で見
かけた折には応援のほどよろし
くお願いいたします。

下記SNSで情報を発信中！

９月定例会は９月１日から９月25日まで
の25日間の会期で開催されました。

第４回  佐伯市未来議会を開催（日本文理大学附属高等学校）

次の議会 定例会は

表紙の題字の作成者

11月25日（水）～12月16日（水）に開催予定です。
一般質問は12月1日～4日の４日間の予定です。

佐伯鶴城高校書道部の皆さん

▲  「関東佐伯会」総会・懇親会の様子

令和８年6～8月
　主な議長公務日誌

６月 1 日（月）　北川ダム湖環境整備推進協議会委員会
６月12日（金）　第77回 番匠川漁業協同組合通常総会
６月22日（月）　佐伯市商店街連合会通常総会懇親会
６月27日（土）　「関東佐伯会」総会・懇親会
７月 7 日（火）　佐伯市・延岡市議会合同研修会
７月17日（金）　第69回 大分県乾椎茸品評会優勝祝賀会
７月22日（水）　全国若手議員の会 九州ブロック総会
７月31日（金）　地域未来ビジョン創造セミナー
８月 7 日（金）　大分県・市町村女性議員ネットワーク総会
８月19日（水）　第117回 大分県市議会議長会理事会
８月26日（水）　第22回 南部地域畜産共進会

題字は佐伯鶴城高校書道部の
皆さんの作品です。
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梶川善寛
𦚰坂　豊
廣津留龍二
大野達也
塩月将登
河原勝也
本杉貴志大野達也

𦚰坂　豊
河原勝也
本杉貴志

第 １ 走 者
第3走者（監督）

第２走者
第４走者

大分県民スポーツ大会
第79回大分県民スポーツ大会が開催されました。

4×100ｍリレー 
9位　記録 １分02.10秒

▲９月13日クラサスドーム大分

100ｍ個人  　
9位 15．48秒
  梶川善寛

雨により残念ながら中止となりました。

議員陸上

議員ソフトボール



第16回 議会報告会
～あなたの　　をお聴かせください～

掲載内容は質問と回答の一部です。
こちらの２次元コードで市議会
HP掲載の詳しい回答が御覧にな
れます。

声

　令和８年５月９日～13日に開催した議会報告会で、
参加者の皆様からいただいた市政に関する質問について、
議会（委員会）の回答をまとめました。

　
作業道（林道）の整備
のために現物支給される
生コンの予算が年々削ら
れている。

　大入島フェリー・定期
便の運航は今後どうなる
見通しか。

　地域のイベントで、佐
伯の海産物をアピールし
たいが現行の補助金には
「食べ物提供不可」の規定
がある。

　コミュニティバスは効
率よく運営できているか。

　予算額は、令和６年度から令和８年度まで、年々増額さ
れていますが、支給件数や支給量は横ばいの状況でした。
　市は、作業道整備用コンクリートについての要望が多い
ため、本年度を上回る予算の確保に努めるとのことです。

　民間経営による国庫補助航路化をめざし、令和８年度中
に航路改善協議会（準備会）を設立する予定です。
　今後は、フェリーと定期便のそれぞれの運航形態を維持
しながら、国庫補助航路化をめざす方針です。

　御質問の補助金では、地域の特産品や農林水産物加工品
などをPRするために無償で提供する食材の経費（食糧費）
を補助対象としています。イベントを計画する際に疑問点
などあれば、地域振興課へ気軽に相談してください。
　委員会から市に対し、
関係者に誤った認識を持
たれないよう、丁寧な周
知とフォローを行ってほ
しいと意見を伝えまし
た。

　利用者数の少ない路線については、路線の統廃合や車両
の小型化、デマンド型への変更など、利便性の向上に取り
組む必要があります。　
　地域の住民が運転手の担い手となり、住民同士が高齢者
の買い物や通院を支援する「ささえあい交通」の導入も検討
しています。

質 問 回 答
建設経済常任委員会

　学校部活動の地域展開
に伴い、大会参加手続き
など、家庭に負担がか
かっているので、サポー
トしてほしい。

　小中学校のエレベー
ターが、厳しい財政状況
を理由に稼働を停止され
ている。

　各種大会への参加は、各主催者が定めるエントリー規程
や手順に従う必要があります。その上で、学校部活動と地
域クラブのいずれで登録を行うかについては、各自の意向
を踏まえて判断していただくことになります。
　市教育委員会としては、御相談いただければ情報収集を
行うなど、連携して取り組んでいきたいとのことです。

　小中学校のエレベーターは、現在15校に設置されていま
す。令和２年度までは、全てのエレベーターを使用可能と
していましたが、令和３年度以降は、全校のエレベーター
を停止しています。
　市教育委員会としては、足の不自由な児童・生徒等、支
援が必要な場合は稼働する事としており、今後も適宜対応
していきたいとのことです。

質 問 回 答
教育民生常任委員会

　実際に林野火災が起きた
場合はどうするのか。

　避難所一覧に、西上浦
地域の津波の指定避難所
がない。また、備蓄の強
化について協議が止まっ
ているのでは。

　林野火災が発生し、消防本部の体制で消火困難な場合
は、防災航空隊にヘリコプターでの空中消火の要請、県内
消防本部による相互応援、自衛隊の災害派遣等により対応
します。
　また、地域住民には防災無線や市民メールにより通知
し、消防団と協力して避難を実施します。
　市は今後、消防団と連携した実践的な合同訓練を計画的
に実施し、連携体制の強化と対応能力の向上を図っていき
たいとのことです。

　大規模災害においては、他地域の指定避難所やその他の
建物、市外への広域避難も選択肢の一つになると考えてい
ます。
　また、備蓄の強化については、市が令和８年１月20日に
説明会を開催し、孤立集落対策として、備蓄食糧を３日分
から１週間分に増量を図るため、令和７年度から令和９年
度の３年間限定で自主防災会などへの補助率を1/2から
3/4に変更し助成を行っていることを説明したとのことで
す。

質 問 回 答
総務常任委員会

2Saiki-Gikai  2026.11



第16回 議会報告会
～あなたの　　をお聴かせください～

掲載内容は質問と回答の一部です。
こちらの２次元コードで市議会
HP掲載の詳しい回答が御覧にな
れます。

声

　令和８年５月９日～13日に開催した議会報告会で、
参加者の皆様からいただいた市政に関する質問について、
議会（委員会）の回答をまとめました。

　
作業道（林道）の整備
のために現物支給される
生コンの予算が年々削ら
れている。

　大入島フェリー・定期
便の運航は今後どうなる
見通しか。

　地域のイベントで、佐
伯の海産物をアピールし
たいが現行の補助金には
「食べ物提供不可」の規定
がある。

　コミュニティバスは効
率よく運営できているか。

　予算額は、令和６年度から令和８年度まで、年々増額さ
れていますが、支給件数や支給量は横ばいの状況でした。
　市は、作業道整備用コンクリートについての要望が多い
ため、本年度を上回る予算の確保に努めるとのことです。

　民間経営による国庫補助航路化をめざし、令和８年度中
に航路改善協議会（準備会）を設立する予定です。
　今後は、フェリーと定期便のそれぞれの運航形態を維持
しながら、国庫補助航路化をめざす方針です。

　御質問の補助金では、地域の特産品や農林水産物加工品
などをPRするために無償で提供する食材の経費（食糧費）
を補助対象としています。イベントを計画する際に疑問点
などあれば、地域振興課へ気軽に相談してください。
　委員会から市に対し、
関係者に誤った認識を持
たれないよう、丁寧な周
知とフォローを行ってほ
しいと意見を伝えまし
た。

　利用者数の少ない路線については、路線の統廃合や車両
の小型化、デマンド型への変更など、利便性の向上に取り
組む必要があります。　
　地域の住民が運転手の担い手となり、住民同士が高齢者
の買い物や通院を支援する「ささえあい交通」の導入も検討
しています。

質 問 回 答
建設経済常任委員会

　学校部活動の地域展開
に伴い、大会参加手続き
など、家庭に負担がか
かっているので、サポー
トしてほしい。

　小中学校のエレベー
ターが、厳しい財政状況
を理由に稼働を停止され
ている。

　各種大会への参加は、各主催者が定めるエントリー規程
や手順に従う必要があります。その上で、学校部活動と地
域クラブのいずれで登録を行うかについては、各自の意向
を踏まえて判断していただくことになります。
　市教育委員会としては、御相談いただければ情報収集を
行うなど、連携して取り組んでいきたいとのことです。

　小中学校のエレベーターは、現在15校に設置されていま
す。令和２年度までは、全てのエレベーターを使用可能と
していましたが、令和３年度以降は、全校のエレベーター
を停止しています。
　市教育委員会としては、足の不自由な児童・生徒等、支
援が必要な場合は稼働する事としており、今後も適宜対応
していきたいとのことです。

質 問 回 答
教育民生常任委員会

　実際に林野火災が起きた
場合はどうするのか。

　避難所一覧に、西上浦
地域の津波の指定避難所
がない。また、備蓄の強
化について協議が止まっ
ているのでは。

　林野火災が発生し、消防本部の体制で消火困難な場合
は、防災航空隊にヘリコプターでの空中消火の要請、県内
消防本部による相互応援、自衛隊の災害派遣等により対応
します。
　また、地域住民には防災無線や市民メールにより通知
し、消防団と協力して避難を実施します。
　市は今後、消防団と連携した実践的な合同訓練を計画的
に実施し、連携体制の強化と対応能力の向上を図っていき
たいとのことです。

　大規模災害においては、他地域の指定避難所やその他の
建物、市外への広域避難も選択肢の一つになると考えてい
ます。
　また、備蓄の強化については、市が令和８年１月20日に
説明会を開催し、孤立集落対策として、備蓄食糧を３日分
から１週間分に増量を図るため、令和７年度から令和９年
度の３年間限定で自主防災会などへの補助率を1/2から
3/4に変更し助成を行っていることを説明したとのことで
す。

質 問 回 答
総務常任委員会

3 Saiki-Gikai  2026.11



9月定例会の概要 
　９月１日から９月25日までの25日間で開催され、予算議案９件、予算外議案16件が提出され、全
て原案のとおり可決されました。
　また、専決処分の報告２件が承認され、諮問２件が異議がない旨答申されたほか、閉会日に提出さ
れた附帯決議案1件が否決されました。

（令和8年度一般会計予算総額467億1,497万円）

補正額 8億657万円
一般会計補正予算の主な事業

陸上養殖物価高騰対策事業
７８０万円

　国の物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付
金を活用し、24時間通電が必要な陸上養殖業の
負担軽減を目的として、電気代の一部を助成
し、事業の継続を支援します。

反
対論
討

件　　名

会　　派
議員氏名 議決

結果

反
　対
（
●
）

賛
　成
（
○
）

〔議員の表決態度の公表〕

否 決

原 案
可 決

原 案
可 決

議
長〇●●〇〇〇〇〇〇●〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

令和８年度
佐伯市一般会計補正予算(第４号)

佐伯市水道事業給水条例等の
一部改正について 

議案第117号、佐伯市放課後児童クラブ
条例の一部改正に対する附帯決議 

議
長〇〇●〇〇〇〇〇〇〇〇〇●●〇〇〇〇〇〇〇
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　上下水道料金は市民の生活に直結し、
物価高騰で苦しい中、行政は可能な限り
市民の負担増を避けるべきで、一般会計
からの繰入や、その他財源を生み出す方
法があるのではないか。
　また、検針・請求が２か月に１回にな
ると、１度の支払額が大きくなり滞納の
増加や、漏水の発見の遅れにもつながる。

反
対論
討 　トイレについて児童のプライバシー等に配慮し

た改善を検討する必要性は否定しない。ただ、こ
の問題は所管委員会ですでに取り上げられ、市か
らも改善の意向が示されている中で、附帯決議を
付す必要性は認められない。
　所管委員会において、市の取り組みが課題の改善
につながっているか丁寧に確認していくべきである。

　２か月分まとめての支払いが厳しい
方への具体的な対応方法が示されてお
らず、隔月請求による事務効率化の財
政効果と市民の心理的負担が釣り合わ
ないと考える。
　また、漏水による料金の減免につい
ても、具体的な延長期間や減免割合が
示されていない。

反
対論
討

　上下水道事業の経営を安定させ、安
全で安心な水を持続的に市民へ届ける
ためにも必要な改正であり、見直しを
先送りすると、将来の負担を大きくし
てしまうおそれがある。
　また、隔月検針・請求への見直しは、
今後の負担増を抑えるためにも現実的
な経費削減策である。

　上下水道料金の値上げや隔月請求等
で負担をおかけするが、持続可能な事
業とするための措置であることの理解
を求める。
　上下水道事業の経営安定化は、収入の
確保や施設の最適化、事業体制の見直し
を同時に進めることが基本であり、担当
部局のさらなる不断の努力をお願いする。

賛
成論
討

※賛否が分かれた議案等について掲載しています。 ※議長（塩月健治）は、通常の過半数議決には表決権がありません。

一 志 会 さいき会 彗星会 公明党佐伯を
元気にする会 無会派

18 3：

議
長●●〇●●●●〇〇●〇〇〇〇●●●●●●●7 14：

18 3：

こんなことを審議しました

水利施設等保全高度化事業
（丸市尾地区）

４０５万円
　大分県では耕作放棄地等を活用した大規
模園芸団地の整備を推進しており、柑橘類
の栽培を予定している農業生産基盤整備の
ための負担金。（黄色枠：柑橘団地の構想範囲）

豊かな海を活用したカキ類等
養殖拡大推進事業

１４９万円
　シングルシードカキ養殖に新規で取り組
む漁船漁業事業者に対し、資機材等の導入
費用を助成します。
（マガキ種苗25,000個を養殖予定）

シングルシード
カキ養殖の様子

鶴見の陸上養殖施設 

▲

国道388号線

名護屋公民館

丸市尾地区
A=19.4ha

佐伯市蒲江大字丸市尾

東
九
州
自
動
車
道

＜附帯決議案要旨＞
1. 児童クラブ移転に当たり、児童、保護者、支援員等の意見を
十分に把握すること。

2. 供用開始までに男女別の児童用トイレ整備など、安心して利
用できるトイレ環境を整えること。

3. 旧幼稚園施設等を利用している他の放課後児童クラブについ
ても、トイレ環境の実態を把握し必要な改善を検討すること。

令和８年度佐伯市一般会計補正予算
（第４号）に対する少数意見の報告

　予算特別委員会において「少数意見
の留保」があり、本会議において少数
意見の報告が行われました。

　　　　少数意見の留保とは･･･
　委員会の表決の結果、多数を得ら
れず取り上げられない意見について、
本会議において自ら少数意見として
報告する権利を保持しておくこと。
　多数決で決まった結論だけでなく、
反対意見の内容も公式記録に残すこ
とで、議論の多様性や透明性を確保
する役割がある。

否決 附帯決議 議案第117号（下堅田児童クラブ
の移転）に対する附帯決議

可決 佐伯市水道事業給水条例等の
一部改正について

上下水道料金の改定、検針・請求方法の変更、
災害時等に給水装置工事を実施できる者の範囲
を拡大しようとするもの。本会議での討論 ４人が討論し、意見を述べました。

賛
成論
討

一口メモ
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9月定例会の概要 
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　多数決で決まった結論だけでなく、
反対意見の内容も公式記録に残すこ
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する役割がある。
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、
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は
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、
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等
を
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、
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の
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関
と
し
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設
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る
「
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じ
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」
の
委
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を
改
定
し
ま
す
。
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は
、
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、
医
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な
ど
学
識
経
験
者
を
委
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し
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、
高
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性
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参
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。
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・
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身
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務
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の
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整
な

ど
の
業
務
を
担
う
。

▲ 今回購入するものと同型の車両

購 入 車 両 契約の
相手方契約方法 契約金額 

(消費税込)

小型動力ポンプ (B3) 付積載車
　普通車・2WD　 　　  ４台 
　軽四トラック・4WD   ２台 
　軽四バン・4WD    　  １台

新日本消防
設備㈱

一般競争
入札

6,330万
5,000円

地域の消防活動を支える車両を更新

水道料金の主な改定内容
＜基本料金＞

＜従量料金（１㎥当たり）＞

 口　径 改正前 改正後

 13㎜ 690円 800円

 20㎜ 1,080円 1,250円

  

 水　量 改正前 改正後

 １～５㎥ 30円 21円

 ６～10㎥ 100円 95円

 11～15㎥ 120円 126円

 　区　分 改正前 改正後

　 委員長 
日額　4,500円

 日額　25,000円

 その他の委員  日額　20,000円
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購 入 車 両 契約の
相手方契約方法 契約金額 

(消費税込)

小型動力ポンプ (B3) 付積載車
　普通車・2WD　 　　  ４台 
　軽四トラック・4WD   ２台 
　軽四バン・4WD    　  １台

新日本消防
設備㈱

一般競争
入札

6,330万
5,000円

地域の消防活動を支える車両を更新

水道料金の主な改定内容
＜基本料金＞

＜従量料金（１㎥当たり）＞

 口　径 改正前 改正後

 13㎜ 690円 800円

 20㎜ 1,080円 1,250円

  

 水　量 改正前 改正後

 １～５㎥ 30円 21円

 ６～10㎥ 100円 95円
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　 委員長 
日額　4,500円

 日額　25,000円

 その他の委員  日額　20,000円

※各議員の一般質問は

２次元コードから御

覧になれます。

質  問  者 質　問　の　要　旨

本杉　貴志 ・難病患者への支援拡充について
・婚活支援について

染矢　和陽 ・持続可能な地域医療体制の確保について

冨松　万平
・持続可能な行財政運営と公共施設マネジメントについて
・高齢者の難聴対策と補聴器購入費助成制度の創設について
・旧豊南高校校舎の今後の利活用と地域医療の拠点づくりについて

髙司　政文 ・農作物等への鳥獣被害対策について
・入管法改正等による外国人及び雇用する企業への影響について

三浦　　渉
・弥生振興局等について
・旧本匠振興局等について
・社会福祉協議会の活動に対する市の把握について
・旧西部清掃組合跡地について

梶川　善寛 ・一般廃棄物処理施設（エコセンター番匠）について
・佐伯市立小・中学校再編（案）について

大﨑　栄治 ・持続可能な地域共生社会の再構築について

後藤　勇人 ・ふるさと佐伯を応援する遺贈寄附について
・災害に強いまちづくりについて

本田　房代 ・統一的な市のブランドイメージの確立について
・コンサルタント活用と市職員の政策立案力について

佐藤　　元
・建設発生土処理場新設事業について
・市町村合併協定書の事業計画について
・道路の維持管理と花の楽園構想について
・（一財）観光まちづくり佐伯への委託事業等について

塩月　将登 ・林道の維持管理と今後の活用について

河原　勝也
・佐伯市本匠郷土資料館について
・介護保険特別給付おむつ購入費支給事業について
・脇排水機場の排水ポンプ不具合について

河野　和史 ・地域づくりの推進体制について
・公設水産地方卸売市場について

廣津留龍二
・特定都市河川の指定に向けた取組について
・佐伯堅田インターチェンジと佐伯港を結ぶ高規格道路の整備について
・物価・人件費高騰を踏まえた佐伯市契約規則の見直しについて

池澤　益彦 ・鶴見市場の振興における番匠川河口橋の重要性について

森川　寿子 ・住宅確保要配慮者への居住支援と居住支援協議会について
・市民に「届く広報」と持続可能な情報発信体制について

大野　達也
・通年型「日の出観光」の推進について
・図書返却ポストの設置について
・アーバンスポーツ施設の整備について

𦚰坂　　豊 ・市内在住の外国人施策について
・指定避難所について

西條　隆洋
・観光行政と地域活性化について
・観光地域づくり法人及び観光事業の在り方について
・一般財団法人観光まちづくり佐伯との関係及び説明責任について

井上　清三
・障害者雇用について
・市営住宅の入居について
・歳入確保について

一般質問
一般質問 9月8、9、10、11日
※一般質問の掲載について
　一般質問の記事は、議員の責任に
おいて、本人が質問・答弁の原稿を
作成しています。その内容に相違が
ないときは原則として原文のまま掲
載しています。
　なお、一般質問の掲載順序は紙面
の都合上、質問順とは異なることが
あります。
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新
た
な
看
護
人
材
確
保
支
援
制
度
の
検
討
状
況

と
今
後
の
方
針
は
。

	

　

本
市
と
医
師
会
と
で
協
議
中
の
段
階
で
あ
り
、

ま
だ
細
か
な
内
容
は
決
ま
っ
て
い
な
い
が
、
新
た

な
看
護
人
材
の
確
保
に
向
け
て
来
年
度
か
ら
実
施

で
き
る
よ
う
に
調
整
中
で
あ
る
。
ま
た
今
後
の
方

針
に
つ
い
て
は
、
看
護
人
材
の
確
保
・
定
着
に
向

け
て
、
医
師
会
、
医
療
機
関
及
び
南
部
保
健
所
と

連
携
し
て
充
実
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
る
。

	

　
持
続
可
能
な
地
域
医
療
体
制
の
確
保
に
向
け
て

ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

	
　
地
域
医
療
を
取
り
巻
く
現
状
は
、
医
師
・
看
護

師
な
ど
の
医
療
人
材
の
不

足
も
あ
り
、
医
療
機
関
の
厳

し
い
経
営
環
境
の
改
善
は

重
要
な
課
題
で
あ
る
。

　
　
　

今
後
も
、
大
分
県
南
部

保
健
所
や
医
師
会
、
関
係
医

療
機
関
等
と
連
絡
を
密
に

し
て
、
医
療
体
制
の
確
保
に

向
け
て
早
急
に
対
応
し
た

い
。

　
　
　

こ
ど
も
も
大
人
も
元
気

で
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い

け
る
よ
う
、
ま
ち
づ
く
り
に

全
力
で
取
り
組
ん
で
い
く
。

問答問答

	

　
原
因
が
分
か
ら
ず
、
治
療
法
も
確
立
し
て
い
な

い
病
気
に
苦
し
む
方
々
に
と
っ
て
、
長
期
療
養
に

か
か
る
経
済
的
負
担
は
非
常
に
重
い
も
の
と
な
っ

て
い
る
。
こ
う
し
た
状
況
に
対
し
、
市
と
し
て
も

支
援
策
を
講
じ
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　
東
京
都
や
埼
玉
県
な
ど
の
自
治
体
で
は
、
難

病
患
者
福
祉
手
当
や
難
病
患
者
見
舞
金
と
い
っ
た

制
度
を
導
入
し
、
所
得
制
限
を
設
け
た
形
で
経
済

的
負
担
の
軽
減
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
こ
の
よ
う

な
制
度
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
市
と
し
て
も
難
病

患
者
へ
の
支
援
策
を
検
討
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

か
。

	

　
現
在
、
本
市
で
実
施
し
て
い
る
難
病
患
者
へ
の

支
援
は
、
一
部
の
対
象
者
の
み
の
支
援
に
な
っ
て

い
る
の
で
、
今
後
は
、
難
病
患
者
全
員
が
支
援
を

受
け
ら
れ
る
「
相
談
窓
口
の
充
実
」
や
「
各
種
啓

発
活
動
」
に
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。
具
体
的
に
は
、
現
在
、
基
幹
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
す
き
っ
ぷ
で
難
病
に
関
す
る
相
談
は
受
け
付

け
て
い
る
が
、
市
民
の
認
知
が
不
足
し
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
も
周
知
に
努
め
て

い
き
た
い
。

　
　
　

ま
た
、
埼
玉
県
の
取
り
組
み
を
調
査
し
、
本

市
で
も
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問答

	

　
難
聴
は
認
知
症
の
最
大
の
危
険
因
子
と
さ
れ
、

本
市
の
難
聴
へ
の
適
切
な
介
入
は
、
社
会
参
加
や

認
知
症
予
防
の
観
点
か
ら
重
要
な
「
健
康
課
題
」

で
あ
る
と
考
え
る
が
、
市
の
認
識
を
問
う
。

	

　
難
聴
へ
の
適
切
な
介
入
に
つ
い
て
、
重
要
性
を

認
識
し
て
い
る
。

	

　
補
聴
器
は
10
万
円
か
ら
30
万
円
と
高
額
だ
が
、

身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
基
準
に
満
た
な
い
軽

度
・
中
等
度
難
聴
者
は
公
的
支
援
の
対
象
外
で
あ

り
、医
療
費
控
除
は
非
課
税
世
帯
に
恩
恵
が
薄
い
。

現
行
制
度
の
限
界
を
ど
う
認
識
し
て
い
る
か
。

	

　
多
く
の
高
齢
者
が
、
全
額
自
己
負
担
せ
ざ
る
を

得
な
い
状
況
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

	

　
令
和
６
年
12
月
現
在
、
全
国
で
６
０
０
を
超
え

る
自
治
体
が
補
聴
器
購
入
助
成
を
実
施
し
て
い
る

が
、
大
分
県
内
で
は
国
東
市
と
豊
後
高
田
市
の
２

市
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
県
へ
の
財
政
支
援
要
望

と
併
せ
、
市
独
自
助
成
の
早
期
実
現
に
つ
い
て
、

市
長
の
所
見
を
問
う
。

	

　
難
聴
の
早
期
発
見
や
補
聴
器
購
入
へ
の
支
援
は

重
要
で
あ
る
。
本
年
８
月
の
大
分
県
市
長
会
に
お

い
て
県
へ
財
政
支
援
を
要
望
し
た
ほ
か
、
今
年
度

策
定
す
る
介
護
保
険
事
業
計
画
で
、
市
独
自
の
助

成
制
度
の
導
入
に
向
け
検
討
を
進
め
て
い
る
。

問答問答問答

本
杉
　
貴
志

染
矢
　
和
陽

冨
松
　
万
平

市
と
し
て
難
病
患
者
へ
の

支
援
策
の
検
討
を
！

持
続
可
能
な
地
域
医
療
へ

―
看
護
人
材
の
確
保
・
定
着
を

難
聴
高
齢
者
へ

補
聴
器
助
成
を
！
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家
庭
菜
園
な
ど
へ
の
鹿
、
猿
、
イ
ノ
シ
シ
等
に

よ
る
獣
害
が
増
え
て
い
る
。
獣
害
ネ
ッ
ト
等
の
資

機
材
購
入
費
へ
の
助
成
、各
家
庭
へ
の
個
別
指
導・

個
別
相
談
を
実
施
で
き
な
い
か
。

	

　
市
と
し
て
は
、
農
業
者
等
へ
の
資
機
材
購
入
費

の
支
援
を
行
っ
て
い
る
の
で
、
家
庭
菜
園
等
へ
の

助
成
を
行
う
予
定
は
な
い
。
各
家
庭
へ
の
個
別
相

談
等
は
、
随
時
現
場
確
認
し
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
な

ど
の
対
応
を
し
て
い
る
。

	

　
狩
猟
免
許
取
得
者
数
、猟
友
会
の
現
状
を
問
う
。

	

　
佐
伯
市
の
狩
猟
免
許
取
得
者
数
は
、
銃
１
６
６

人
、
わ
な
等
３
６
８
人
、
計
５
３
４
人
で
あ
る
。

猟
友
会
員
の
う
ち
実
際
に
有
害
鳥
獣
捕
獲
に
従
事

し
て
い
る
捕
獲
班
員
数
は
近
年
大
き
な
増
減
は
な

く
、
約
３
２
０
人
で
推
移
し
て
い
る
。
免
許
の
種

類
で
は
、
わ
な
免
許
の
所
持
者
が
増
加
し
、
銃
の

免
許
所
持
者
が
減
少
し
て
い
る
。

	

　
免
許
取
得
へ
の
現
在
の
支
援
策
及
び
猟
銃
等
の

所
持
許
可
の
手
数
料
等
の
助
成
を
問
う
。

	

　
市
で
は
、
有
害
鳥
獣
捕
獲
に
従
事
す
る
こ
と
を

条
件
に
、
狩
猟
免
許
取
得
に
係
る
講
習
会
費
用
の

全
額
補
助
、
狩
猟
期
前
の
射
撃
訓
練
費
へ
の
支
援

を
行
っ
て
い
る
。
新
た
な
助
成
は
経
費
や
効
果
、

他
市
の
状
況
も
調
査
し
、
検
討
す
る
。

問答問答問答

	

　
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
毎
年
戸
別
に
一
般
会
費

を
徴
収
し
て
お
り
、
自
治
委
員
会
が
集
金
に
携
わ
っ

て
い
る
地
域
が
多
い
。
市
が
払
っ
て
い
る
自
治
委

員
会
へ
の
報
酬
の
中
に
、
こ
の
社
会
福
祉
協
議
会

の
会
費
を
集
め
る
報
酬
は
入
っ
て
い
る
の
か
。

	

　
社
会
福
祉
協
議
会
の
一
般
会
費
の
集
金
業
務
は
、

市
の
要
綱
に
定
め
る
自
治
委
員
の
業
務
で
は
な
く
、

自
治
委
員
の
報
償
費
に
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。

	

　
社
会
福
祉
協
議
会
に
は
佐
伯
市
か
ら
多
額
の
補

助
金
、
指
定
管
理
料
及
び
委
託
料
が
出
さ
れ
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
令
和
７
年
度
決
算
で

５
４
０
０
万
円
も
赤
字
が
出
て
い
る
。
佐
伯
市
の

社
会
福
祉
協
議
会
な
の
だ
か
ら
、
赤
字
が
出
た
ら

最
終
的
に
は
我
々
の
手
を
通
っ
て
市
長
が
決
断
し

な
け
れ
ば
い
け
な
い
よ
う
な
こ
と
に
な
る
。
赤
字

が
出
た
と
き
に
す
ぐ
に
手
を
入
れ
な
け
れ
ば
い
け

な
い
。
議
会
で
第
三
者
委
員
会
を
立
ち
上
げ
て
、

チ
ェ
ッ
ク
を
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
赤
字
が
出

た
状
況
に
つ
い
て
市
は
ど
こ
ま
で
把
握
し
て
い
る

の
か
。

	

　
市
か
ら
指
定
管
理
を
出
し
て
お
り
、
赤
字
の
状

況
も
把
握
し
て
い
る
。
な
か
な
か
採
算
の
取
れ
な

い
地
域
も
あ
る
が
、
地
域
の
福
祉
を
無
く
し
て
は

い
け
な
い
と
い
う
思
い
で
受
け
て
い
た
だ
い
て
い

る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
た
だ
議
員
の
お
っ
し
ゃ
る
と

お
り
、
民
間
が
安
定
的
に
運
営
で
き
る
体
制
を
組

め
る
よ
う
考
え
た
い
。

問答問答

	

　
学
校
再
編
案
に
関
す
る
基
本
的
な
考
え
方
は
。

	

　
小
学
校
は
１
学
年
20
人
以
上
、
中
学
校
は
１
学

年
２
学
級
以
上
か
つ
１
学
級
20
人
以
上
に
で
き
る

よ
う
再
編
す
る
の
が
基
本
的
な
考
え
方
で
あ
る
。

	

　
メ
リ
ッ
ト
や
デ
メ
リ
ッ
ト
を
含
め
た
影
響
は
。

	

　
メ
リ
ッ
ト
は
、
多
様
な
価
値
観
に
触
れ
る
機
会

が
広
が
る
こ
と
、
集
団
で
の
学
習
・
学
校
行
事
の

充
実
、
ク
ラ
ス
替
え
の
実
施
な
ど
。
特
に
、
小
学

校
の
専
科
教
員
や
中
学
校
の
全
教
科
の
専
門
教
科

の
教
員
配
置
に
よ
る
教
育
指
導
面
の
充
実
を
期
待

す
る
。
デ
メ
リ
ッ
ト
は
、
長
距
離
通
学
や
通
学
方

法
の
変
更
に
よ
る
心
理
的
ス
ト
レ
ス
、
学
校
と
地

域
と
の
関
わ
り
が
薄
れ
る
こ
と
な
ど
。
デ
メ
リ
ッ

ト
も
多
々
想
定
さ
れ
る
が
、
目
指
す
教
育
基
本
方

針
の
実
現
に
向
け
、
多
様
な
他
者
と
切
磋
琢
磨
で

き
る
適
正
な
集
団
規
模
を
確
保
す
る
も
の
で
大
き

な
プ
ラ
ス
の
影
響
を
も
た
ら
す
も
の
と
考
え
る
。

	

　
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
考
え
方
は
。

	

　
地
区
説
明
会
を
９
月
25
日
か
ら
10
月
26
日
ま
で

市
内
各
小
学
校
区
18
か
所
で
実
施
し
、
保
護
者
及

び
地
域
の
方
に
説
明
し
意
見
を
い
た
だ
く
。ま
た
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
11
月
か
ら
12
月
に
実
施

す
る
予
定
で
、
再
編
計
画
の
答
申
に
つ
い
て
は
令

和
９
年
２
月
の
見
込
み
で
あ
る
。

問答問答問答

髙
司
　
政
文

三
浦
　
渉

梶
川
　
善
寛

家
庭
菜
園
等
へ
の
鳥
獣
被

害
、
何
と
か
な
ら
な
い
か

赤
字
の
責
任
は
誰
が
？

こ
ど
も
達
の
た
め
の

学
校
再
編
へ
！
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健
康
高
齢
者
の
方
々
か
ら
寄
せ
ら
れ
て
い
る
介

護
保
険
料
や
医
療
費
の
負
担
増
へ
の
不
満
に
つ
い

て
、
市
の
認
識
を
問
う
。

	

　
高
齢
者
の
皆
様
か
ら
、
介
護
保
険
料
や
医
療
費

の
負
担
増
に
対
す
る
不
安
や
不
満
の
声
が
寄
せ
ら

れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
重
く
受
け
止
め
て

い
る
。
制
度
の
持
続
可
能
性
を
確
保
す
る
た
め
の

国
の
方
針
に
基
づ
く
負
担
増
で
は
あ
る
が
、
高
齢

者
の
皆
様
の
日
々
の
生
活
に
直
接
的
な
影
響
を
及

ぼ
し
て
い
る
こ
と
は
十
分
に
認
識
し
て
い
る
。
費

用
負
担
に
見
合
っ
た
医
療
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
市

民
に
提
供
さ
れ
る
よ
う
様
々
な
施
策
を
充
実
さ
せ

て
い
き
た
い
。

	

　
こ
れ
ま
で
市
の
健
康
施
策
や
地
域
活
動
に
協
力

し
て
き
た
健
康
高
齢
者
へ
の
支
援
を
、
ど
の
よ
う

に
位
置
づ
け
て
い
る
か
。

	

　
本
市
の
健
康
施
策
や
地
域
活
動
に
、
多
大
な
御

協
力
を
い
た
だ
き
、
健
康
維
持
に
努
め
て
こ
ら
れ

た
高
齢
者
の
皆
様
は
、
地
域
を
支
え
る
貴
重
な
力

で
あ
る
。

　
　
　

今
後
も
、
活
動
を
継
続
し
や
す
い
環
境
づ
く

り
や
、
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
と
な
る
よ
う
な
支
援
施

策
を
推
進
し
て
い
き
た
い
。

問答問答

	

　
地
震
が
引
き
起
こ
す
電
気
火
災
と
は
、
地
震
の

揺
れ
に
伴
う
電
気
機
器
か
ら
の
出
火
や
、
停
電
が

復
旧
し
た
と
き
に
発
生
す
る
火
災
の
こ
と
で
あ

る
。
こ
の
電
気
火
災
を
防
ぐ
方
法
と
し
て
、
地
震

の
揺
れ
を
感
知
し
て
電
気
を
遮
断
す
る
感
震
ブ

レ
ー
カ
ー
の
設
置
が
推
奨
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

総
務
省
消
防
庁
や
内
閣
府
な
ど
の
調
査
に
よ
る

と
、
令
和
４
年
９
月
時
点
の
設
置
率
は
、
参
考
値

で
あ
る
が
全
国
で
約
5.2
％
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
周
知
方

法
を
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
市
内
の
設
置
状
況

を
問
う
。

	
　
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
設
置
の
周
知
方
法
に
つ
い
て

は
、
市
民
の
皆
様
の
防
災
意
識
の
向
上
と
、
地
震

時
の
電
気
火
災
の
危
険
性
を
正
し
く
理
解
し
て
い

た
だ
く
た
め
、
メ
デ
ィ
ア
等
を
活
用
し
、 

周
知
・

啓
発
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
、
本
市
に

お
け
る
具
体
的
な
設
置
状
況
に
つ
い
て
は
把
握
し

て
い
な
い
。
し
か
し
、
今
後
は
、
毎
年
実
施
し
て

い
る
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
率
調
査
の
際

に
、
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
の
設
置
の
有
無
に
つ
い
て

も
合
わ
せ
て
調
査
を
行
う
予
定
と
し
て
い
る
。

問答

	

　
統
一
的
な
市
の
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
の
確
立
に

つ
い
て
、
現
状
を
問
う
。

	

　
観
光
戦
略
は
、
リ
ピ
ー
タ
ー
の
拡
大
を
目
指
す

「
お
か
え
り
な
さ
い
き
」
を
最
上
位
の
キ
ャ
ッ
チ

コ
ピ
ー
に
掲
げ
、
市
の
魅
力
を
「
街
、
山
、
海
」

の
フ
レ
ー
ズ
で
区
分
け
し
、
観
光
ま
ち
づ
く
り
佐

伯
が
推
進
す
る
「
浦
１
０
０
」
な
ど
の
具
体
的
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
展
開
す
る
体
系
を
取
っ
て
い
る
。

　
　
　

役
割
分
担
は
、
市
観
光
課
が
全
体
の
方
向
性

や
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
を
策
定
し
、
観
光
ま
ち
づ
く

り
佐
伯
や
民
間
事
業
者
が
こ
れ
に
基
づ
く
具
体
的

な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
　
　

ポ
ス
タ
ー
等
は
「
お
か
え
り
な
さ
い
き
」
を

基
軸
に
誰
も
が
一
目
で
本
市
を
イ
メ
ー
ジ
で
き
る

よ
う
一
体
感
あ
る
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
努
め
る
。

　
　
　
ブ
ラ
ン
ド
化
や
流
通
促
進
は
「
さ
い
き
産
品
」

登
録
制
度
に
移
行
し
た
。
し
か
し
商
品
の
魅
力
を

一
瞬
で
伝
え
、
ブ
ラ
ン
ド
の
印
象
を
決
定
づ
け
る

キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
や
ロ
ゴ
は
で
き
て
い
な
い
。
今

後
検
討
し
て
い
く
。

	

　
市
で
統
一
的
な
Ｐ
Ｒ
ロ
ゴ
を
策
定
し
、
佐
伯
ら

し
さ
を
持
つ
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
、
ロ
ゴ
、
ポ
ス

タ
ー
を
設
定
す
る
仕
組
み
づ
く
り
が
必
要
で
は
な

い
か
。

	

　
多
額
な
費
用
と
労
力
を
か
け
ず
に
本
市
の
認
知

度
を
向
上
さ
せ
る
取
り
組
み
を
展
開
す
る
。
今
後

策
定
す
る
総
合
計
画
の
中
で
も
検
討
し
て
い
く
。

問答問答

大
﨑
　
栄
治

後
藤
　
勇
人

本
田
　
房
代

健
康
高
齢
者
の
将
来
不

安
と
地
域
課
題
解
決
に

向
け
て

災
害
に
強
い

さ
い
き
に
！

さ
い
き
市
で
統
一
的
な

Ｐ
Ｒ
ロ
ゴ
を
策
定
し
て
は
？

感震ブレーカーを
設置しましょう !!
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市
町
村
合
併
か
ら
21
年
。
合
併
協
定
書
に
基
づ

く
、
市
町
村
事
業
３
１
９
事
業
、
県
営
事
業
69
事

業
、
広
域
圏
事
業
６
事
業
、
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

６
事
業
の
実
施
状
況
を
伺
う
。
ま
た
、
事
業
は
国

か
ら
の
合
併
特
例
債
で
完
了
し
た
の
か
伺
う
。

	

　
平
成
17
年
３
月
の
市
町
村
合
併
に
際
し
て
、
合

併
後
の
新
市
の
基
本
方
針
を
示
す
「
新
市
建
設
計

画
」
が
策
定
さ
れ
、
今
後
実
施
す
る
主
要
な
事
業

を
「
主
要
事
業
等
の
実
施
計
画
（
案
）」
と
し
て

整
理
さ
れ
た
。
令
和
８
年
８
月
現
在
の
実
施
状
況

は
、
市
町
村
事
業
３
１
９
事
業
の
う
ち
完
了
が

２
３
２
事
業
、
事
業
中
の
も
の
が
８
事
業
、
事
業

化
に
至
っ
て
い
な
い
も
の
が
79
事
業
。
県
営
事
業

69
事
業
に
つ
い
て
は
、
完
了
が
59
事
業
、
事
業
中

の
も
の
が
８
事
業
、
事
業
化
に
至
っ
て
い
な
い
も

の
が
２
事
業
。広
域
圏
事
業
６
事
業
に
つ
い
て
は
、

完
了
が
４
事
業
、
事
業
中
の
も
の
が
２
事
業
。
重

点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
６
事
業
は
、
全
て
完
了
し
て
い

る
。
ま
た
、
合
併
特
例
債
は
、
新
市
建
設
計
画
に

基
づ
い
て
実
施
す
る
事
業
等
を
対
象
と
す
る
地
方

債
で
、
合
併
特
例
債
の
対
象
と
な
る
事
業
に
つ
い

て
、
こ
れ
を
活
用
し
て
整
備
を
進
め
て
き
た
。
一

方
、「
主
要
事
業
等
の
実
施
計
画
（
案
）」
に
は
、

市
町
村
事
業
だ
け
で
な
く
、
県
営
事
業
や
広
域
圏

事
業
な
ど
も
含
ま
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
全
て
が
合

併
特
例
債
の
対
象
と
な
る
も
の
で
は
な
い
。ま
た
、

市
町
村
事
業
に
つ
い
て
も
、
国
・
県
の
補
助
金
、

合
併
特
例
債
以
外
の
地
方
債
な
ど
様
々
な
財
源
を

活
用
し
て
き
た
。

問答

	

　
災
害
に
強
い
地
域
づ
く
り
へ
、
林
道
の
予
防
保

全
を
ど
う
進
め
る
か
。

	

　
市
が
管
理
す
る
林
道
は
、
令
和
８
年
４
月
１
日

時
点
で
２
４
４
路
線
、
約
４
５
４
㎞
。
路
面
、
側

溝
、
排
水
施
設
、
法
面
等
の
点
検
・
管
理
は
、
林

道
パ
ト
ロ
ー
ル
と
し
て
会
計
年
度
職
員
４
人
を
配

置
し
、
通
行
に
支
障
と
な
る
土
砂
撤
去
や
除
草
作

業
な
ど
年
間
を
通
じ
て
行
っ
て
い
る
。
補
修
復
旧

の
優
先
順
位
は
、
崩
壊
地
の
状
況
か
ら
、
市
民
の

生
命
財
産
に
危
険
が
差
し
迫
っ
て
い
る
も
の
を
最

優
先
し
、
次
に
複
数
の
集
落
を
つ
な
ぐ
生
活
路
と

し
て
機
能
し
て
い
る
路
線
、
そ
の
他
、
二
次
災
害

発
生
の
可
能
性
な
ど
、
緊
急
性
や
利
用
実
態
、
規

模
を
勘
案
し
優
先
度
の
判
断
を
行
っ
て
い
る
。

	

　
鳥
獣
対
策
と
今
後
の
整
備
方
針
は
。

	

　

林
道
は
、
単
に
木
材
を
搬
出
す
る
だ
け
で
な

く
、
野
生
鳥
獣
の
被
害
か
ら
地
域
を
守
る
鳥
獣
対

策
の
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て

い
る
。
林
道
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
、
捕
獲

従
事
者
が
現
場
ま
で
車
両
で
素
早
く
安
全
に
行
く

こ
と
が
で
き
、
毎
日
の
わ
な
の
見
回
り
や
捕
獲
し

た
大
型
の
イ
ノ
シ
シ
や
鹿
の
効
率
的
な
搬
出
処
理

と
負
担
軽
減
に
役
立
っ
て
い
る
。
捕
獲
従
事
者
の

移
動
は
車
両
に
よ
る
こ
と
が
一
般
的
な
た
め
、
林

道
の
整
備
状
況
は
捕
獲
活
動
の
効
率
に
大
き
く
影

響
す
る
と
考
え
て
い
る
。

問答問答

	

　
本
市
で
は
、
在
宅
で
介
護
を
必
要
と
す
る
高
齢

者
等
を
対
象
に
、
紙
お
む
つ
等
の
介
護
用
品
を
給

付
す
る
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。

　
　
　
対
象
者
は
、
要
介
護
４
以
上
の
方
で
、
助
成

金
額
は
、各
年
度
上
限
３
万
６
０
０
０
円
ま
で
で
、

お
む
つ
等
の
購
入
費
用
の
９
割
に
相
当
す
る
額
が

助
成
さ
れ
る
。

　
　
　
事
業
開
始
か
ら
８
年
が
経
過
し
、
昨
今
の
物

価
上
昇
を
踏
ま
え
る
と
、
助
成
額
が
実
態
と
合
っ

て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
が
、
本
市

の
見
解
を
問
う
。

	

　
現
在
の
助
成
額
は
、
支
給
開
始
当
時
の
価
格
設

定
か
ら
据
え
置
か
れ
て
い
る
た
め
、
近
年
の
介
護

用
品
の
値
上
が
り
が
、
利
用
者
の
負
担
増
に
つ
な

が
っ
て
い
る
事
実
は
十
分
に
認
識
し
て
い
る
。

　
　
　

ま
た
、
在
宅
介
護
を
支
え
る
家
族
の
経
済
的

負
担
が
重
く
な
っ
て
い
る
現
状
は
、
大
き
な
課
題

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

	

　
助
成
額
の
上
限
を
引
き
上
げ
る
考
え
は
な
い

か
。

	

　
本
年
度
予
定
し
て
い
る
介
護
保
険
事
業
計
画
等

の
見
直
し
の
中
で
、
県
内
の
他
自
治
体
の
支
給
水

準
や
、
実
際
の
介
護
用
品
の
市
場
価
格
の
動
向
を

踏
ま
え
、
助
成
額
の
引
上
げ
も
検
討
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。

問答問答

佐
藤
　
元

塩
月
　
将
登

河
原
　
勝
也

市
町
村
合
併
協
定
書
の

事
業
計
画
に
つ
い
て
問
う

防
災
と
暮
ら
し
を

守
る
林
道
を
ど
う

生
か
す
か

介
護
保
険
特
別
給
付
お
む
つ

購
入
費
支
給
事
業

助
成
額
の
引
き
上
げ
を
! !
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葛
港
魚
市
場
の
廃
止
に
つ
い
て
令
和
10
年
３
月

末
を
期
限
と
し
て
い
る
が
、
漁
師
、
仲
買
、
市
場

関
係
者
い
ず
れ
も
理
解
を
得
ら
れ
て
い
な
い
。
そ

の
理
由
は
、
市
の
説
明
が
不
十
分
で
あ
る
こ
と
と

整
合
性
が
な
い
こ
と
。
将
来
の
不
安
。
生
業
は
ど

う
な
る
の
か
、
地
域
は
ど
う
な
る
の
か
の
大
き
く

２
つ
。
整
合
性
が
取
れ
て
い
な
い
こ
と
を
挙
げ
る

と
、
廃
止
の
理
由
は
耐
震
性
に
問
題
が
あ
り
人
命

が
大
事
と
の
こ
と
だ
が
、
先
般
の
熊
本
地
震
で
佐

伯
は
震
度
４
だ
が
異
常
な
し
。
不
適
合
建
物
で

あ
っ
て
も
解
体
期
限
を
定
め
る
法
律
は
な
い
。
解

体
す
る
予
算
も
な
い
。
お
魚
フ
ェ
ス
タ
な
ど
、
多

く
の
方
が
訪
れ
る
イ
ベ
ン
ト
は
許
可
し
て
い
る
。

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
は
描
か
れ
て
お
ら
ず
将
来
像

も
見
え
な
い
。
令
和
８
年
３
月
末
の
廃
止
予
定
が

２
年
延
長
さ
れ
た
の
は
、
人
命
を
保
証
す
る
正
当

な
理
由
が
な
い
中
で
行
わ
れ
た
政
治
決
断
。
市
が

整
合
性
の
取
れ
た
説
明
を
行
い
、
市
場
か
ら
も

様
々
な
提
案
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
十
分
に
議
論

を
尽
く
し
た
上
で
廃
止
の
期
限
を
決
め
る
こ
と
は

で
き
な
い
か
。
こ
の
状
態
で
廃
止
す
れ
ば
、
市
に

も
市
議
会
に
も
不
信
感
が
高
ま
る
と
考
え
る
。
改

め
て
政
治
決
断
を
。

	

　
葛
港
の
廃
止
期
限
は
、
変
わ
り
な
い
。
職
員
も

何
度
も
何
度
も
話
し
合
い
を
重
ね
て
き
た
。
こ
の

判
断
が
正
解
だ
っ
た
と
思
え
る
よ
う
に
、
こ
れ
か

ら
先
も
対
話
を
続
け
て
い
く
。

問答

	

　
物
価
や
人
件
費
の
高
騰
が
続
く
中
、
佐
伯
市
契

約
規
則
に
お
け
る
10
万
円
の
基
準
額
を
引
き
上
げ

る
考
え
は
な
い
か
。

	

　
過
去
20
年
間
で
消
費
者
物
価
指
数
は
約
20
％
上

昇
し
て
お
り
、
県
内
他
市
で
は
基
準
額
を
引
き
上

げ
て
い
る
自
治
体
も
あ
る
。
物
価
・
人
件
費
の
上

昇
や
他
市
の
状
況
、
事
務
効
率
化
な
ど
を
総
合
的

に
勘
案
し
、
令
和
９
年
４
月
１
日
か
ら
10
万
円
の

基
準
額
を
引
き
上
げ
る
方
向
で
検
討
す
る
。

	

　
具
体
的
に
は
、
ど
の
程
度
の
金
額
を
考
え
て
い

る
の
か
。
ま
た
、
佐
伯
市
の
実
情
に
応
じ
た
適
正

な
金
額
と
し
て
ほ
し
い
が
、
市
の
考
え
は
。

	
　

現
段
階
で
は
20
万
円
が
妥
当
と
考
え
て
お
り
、

お
お
む
ね
20
万
円
を
目
標
に
検
討
す
る
。
10
万
円

か
ら
20
万
円
の
契
約
は
昨
年
２
３
６
件
あ
り
、
職

員
の
事
務
負
担
軽
減
に
つ
な
げ
、
そ
の
分
を
市
民

サ
ー
ビ
ス
に
生
か
し
た
い
。

	

　
契
約
業
者
の
偏
り
が
生
じ
な
い
よ
う
、
対
策
を

講
じ
る
考
え
は
。

	

　
偏
り
は
問
題
と
認
識
し
て
い
る
。
来
年
４
月
ま

で
に
、
偏
り
を
防
ぐ
仕
組
み
や
チ
ェ
ッ
ク
体
制
の

強
化
に
つ
い
て
庁
内
で
調
整
す
る
。
今
後
の
経
済

情
勢
の
動
向
を
踏
ま
え
、
柔
軟
に
対
応
す
る
。

問答問答問答

	

　
人
口
減
少
対
策
の
一
丁
目
一
番
地
は
、
産
業
振

興
と
雇
用
創
出
で
あ
る
。
上
浦
・
佐
伯
港
・
鶴
見
・

米
水
津
・
蒲
江
に
は
「
魚
を
獲
る
・
育
て
る
・
加

工
す
る
」
産
業
が
集
積
し
て
い
る
。
一
気
通
貫
で

産
業
効
率
化
を
図
る
一
体
の
水
産
業
ゾ
ー
ン
、
例

え
る
な
ら
「
魚
の
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
」
で
あ
る
。
そ

の
中
核
が
、県
内
生
産
の
約
７
割
を
担
う
佐
伯
市
、

そ
れ
を
支
え
る
鶴
見
市
場
だ
。
と
こ
ろ
が
、
こ
れ

ら
を
結
ぶ
番
匠
川
河
口
橋
は
要
望
33
年
を
経
て
な

お
実
現
し
て
い
な
い
。
言
わ
ば
足
か
せ
と
な
っ
て

き
た
費
用
対
効
果
も
、
水
産
業
ゾ
ー
ン
を
つ
な
ぐ

環
状
の
道
路
網
と
し
て
捉
え
直
せ
ば
評
価
は
変
わ

り
得
る
。「
対
決
よ
り
対
話
」
を
掲
げ
る
市
長
が
、

県
と
の
対
話
の
先
頭
に
立
つ
べ
き
で
あ
る
。
河
口

橋
の
推
進
を
ど
う
位
置
づ
け
、
ア
プ
ロ
ー
チ
を
ど

う
変
え
る
の
か
を
問
う
。

	

　
人
口
減
少
対
策
の
要
は
、
産
業
振
興
に
よ
る
雇

用
創
出
で
あ
り
、
そ
の
中
心
の
一
つ
が
水
産
業
と

認
識
し
て
い
る
。
鶴
見
市
場
は
、
生
産
・
流
通
・

雇
用
を
支
え
る
重
要
な
拠
点
で
、
本
市
の
み
な
ら

ず
大
分
県
全
体
の
水
産
業
振
興
に
つ
な
が
る
。
河

口
橋
は
単
な
る
道
路
整
備
で
は
な
く
、
通
行
の
利

便
性
や
物
流
効
率
を
高
め
、
産
業
と
暮
ら
し
を
支

え
る
社
会
基
盤
で
あ
る
。
今
後
は
事
業
化
に
向
け

整
理
す
べ
き
事
項
を
関
係
機
関
と
共
有
し
、
整
備

効
果
の
論
点
を
整
理
し
た
上
で
協
議
を
深
め
、
国

土
交
通
省
や
大
分
県
へ
要
望
し
て
い
く
。

問答

河
野
　
和
史

廣
津
留
　
龍
二

池
澤
　
益
彦

葛
港
魚
市
場
の
廃
止
の

タ
イ
ム
リ
ミ
ッ
ト
に
つ
い
て

改
め
て
政
治
決
断
を
！

物
価
高
騰
に
対
し
、

市
の
契
約
基
準
見
直
し
へ

鶴
見
市
場
・
水
産
業

の
未
来
へ
架
け
る

番
匠
川
河
口
橋
を
！
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住
ま
い
を
確
保
す
る
だ
け
で
な
く
、
入
居
後
も

地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
た
め
、
見
守
り

や
生
活
支
援
ま
で
含
め
た
体
制
が
必
要
で
は
。

	

　
入
居
後
も
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
た

め
の
支
援
を
含
め
た
体
制
構
築
が
重
要
で
あ
る
。

「
福
祉
の
ふ
く
ち
ゃ
ん
」
や
関
係
機
関
と
の
連
携

を
強
化
し
、
入
居
後
の
見
守
り
や
生
活
支
援
を
含

め
た
仕
組
み
づ
く
り
を
検
討
す
る
。

	

　
高
齢
者
、
障
が
い
者
、
外
国
人
な
ど
、
住
ま
い

の
確
保
に
配
慮
が
必
要
な
方
へ
の
支
援
は
、
住
宅

を
紹
介
す
る
だ
け
で
は
解
決
で
き
な
い
課
題
が
あ

る
。
保
証
人
の
確
保
や
入
居
後
の
見
守
り
、
生
活

支
援
な
ど
、
福
祉
・
住
宅
・
不
動
産
関
係
者
等
が

連
携
す
る
仕
組
み
が
必
要
で
あ
る
。
居
住
支
援
協

議
会
又
は
同
等
の
機
能
を
持
つ
体
制
を
具
体
化
す

る
考
え
は
。

	

　
８
月
27
日
に
開
催
し
た
「
佐
伯
市
包
括
的
支
援

体
制
整
備
推
進
会
議
」
の
中
で
、
居
住
支
援
の
推

進
に
つ
い
て
協
議
を
行
っ
た
。
そ
の
中
で
、
居
住

支
援
の
関
係
者
が
集
ま
り
、
課
題
の
共
有
や
社
会

資
源
の
把
握
等
を
行
え
る
場
の
設
置
が
求
め
ら
れ

て
お
り
、
市
も
課
題
と
し
て
認
識
し
て
い
る
。

　
　
　

年
度
内
に
関
係
者
で
会
議
を
行
い
、
課
題
の

共
有
や
協
議
の
場
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
す

る
。

問答問答

	

　
佐
伯
市
は
東
九
州
に
位
置
し
、
朝
日
が
昇
る
ま

ち
で
あ
る
。
約
２
７
０
km
に
及
ぶ
海
岸
線
は
、
日

豊
海
岸
国
定
公
園
に
も
指
定
さ
れ
た
美
し
い
景
観

を
形
成
し
、
初
日
の
出
に
は
多
く
の
方
が
訪
れ
て

い
る
。

　
　
　
日
の
出
を
楽
し
む
た
め
に
は
、
宿
泊
の
必
要

が
生
じ
や
す
い
。
ま
た
、
宿
泊
に
は
夕
食
や
朝
食

が
伴
う
た
め
、
日
の
出
観
光
に
は
観
光
消
費
が
期

待
で
き
る
。

　
　
　
そ
こ
で
、こ
れ
ま
で
の
「
初
日
の
出
ス
ポ
ッ
ト
」

か
ら
、「
通
年
型
の
日
の
出
観
光
」
へ
戦
略
的
に

進
化
さ
せ
る
べ
き
と
考
え
る
。
市
の
考
え
は
。

	
　
初
日
の
出
に
は
、
多
く
の
皆
様
に
来
訪
い
た
だ

き
、
本
市
の
魅
力
を
発
信
す
る
大
き
な
契
機
と

な
っ
て
い
る
。

　
　
　

元
旦
以
外
は
個
人
客
が
主
流
で
、
そ
の
多
く

は
日
の
出
に
よ
る
絶
景
の
瞬
間
を
カ
メ
ラ
に
収
め

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、
そ
の
ニ
ー
ズ
が
非

常
に
高
い
と
認
識
し
て
い
る
。

　
　
　

こ
の
隠
れ
た
魅
力
を
生
か
し
た
「
通
年
型
日

の
出
観
光
」
は
、
今
後
の
観
光
振
興
に
大
き
な
可

能
性
を
秘
め
て
い
る
。

　
　
　

今
後
は
、
各
ス
ポ
ッ
ト
の
魅
力
的
な
日
の
出

の
写
真
を
活
用
し
、
撮
影
に
適
し
た
時
間
や
条
件

な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
「
日
の
出
ス
ポ
ッ
ト
情
報
」

の
作
成
を
行
い
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど

を
通
じ
て
発
信
し
、
年
間
を
通
じ
た
継
続
的
な
来

訪
を
促
す
よ
う
努
め
る
。

問答

	

　
７
月
28
日
に
発
生
し
た
熊
本
地
震
は
、
猛
暑
の

中
で
の
被
災
と
な
っ
た
が
、
10
年
前
の
大
地
震
を

契
機
に
、
避
難
所
に
な
っ
て
い
る
体
育
館
等
へ
の

エ
ア
コ
ン
設
置
が
進
み
、
今
回
の
地
震
で
は
災
害

関
連
死
が
大
幅
に
減
少
し
た
一
因
と
な
っ
て
い
る

と
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
本
市
の
指
定
避
難

所
で
あ
る
小
中
学
校
体
育
館
に
エ
ア
コ
ン
を
設
置

す
る
時
期
は
い
つ
に
な
る
の
か
。

　	

　
指
定
避
難
所
に
な
っ
て
い
る
小
中
学
校
体
育
館

へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
時
期
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
令

和
９
年
度
に
渡
町
台
小
学
校
と
鶴
岡
小
学
校
の
２

校
に
設
置
す
る
予
定
で
あ
る
。
残
り
の
13
校
に
つ

い
て
は
、
令
和
10
年
度
に
全
て
の
設
置
が
完
了
す

る
予
定
で
あ
る
。

	

　
設
置
す
る
エ
ア
コ
ン
の
種
類
は
、
ガ
ス
式
空
調

（
Ｇ
Ｈ
Ｐ
）又
は
電
気
式
空
調（
Ｅ
Ｈ
Ｐ
）な
の
か
。

	

　
エ
ア
コ
ン
の
空
調
方
式
に
つ
い
て
は
、
現
時
点

で
は
明
確
な
決
定
は
し
て
い
な
い
が
、
体
育
館
の

使
用
用
途
、
立
地
条
件
及
び
経
済
面
等
を
総
合
的

に
勘
案
し
、
最
適
な
方
式
を
採
用
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。

問答問答

森
川
　
寿
子

大
野
　
達
也

脇
坂
　
豊

住
ま
い
に
困
っ
た
と
き
、

支
援
に
つ
な
が
る
仕
組
み
を

通
年
の
「
日
の
出
観
光
」

で
、
宿
泊
な
ど
の
観
光

消
費
の
増
大
を

指
定
避
難
所
の
体
育
館
に

エ
ア
コ
ン
設
置
を
急
げ
! !
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行 政 視 察 報 告

議会運営委員会 令和８年８月４日～５日

政策研究会 令和８年７月28日～30日

▲ 佐賀県伊万里市

▲ 佐賀県多久市

佐賀県伊万里市
・予算・決算特別委員会の運営について
・議会改革の取り組みについて

佐賀県多久市
・予算・決算特別委員会の運営について
・長期欠席議員の報酬減額条例について

視察を受けた今後の動き
視察先の取り組みを参考に、予算・決算特別委員会
の運営方法等について協議・検討していきます。

視察を受けた今後の動き
本市の地域特性をテーマとした条例の制定に取
り組みます。

▲ 大阪府泉南市

▲ 大阪府河内長野市

大阪府泉南市
・「共に歩んでいく思いやりのまち泉南市認
知症条例」について

大阪府河内長野市
・「河内長野市認知症と共に生きるまちづく
り条例」について

・「河内長野市孤立死防止条例」について

大阪府交野市
・「交野市地酒等による乾杯を推進する条例」について

兵庫県神戸市
・「神戸灘の酒による乾杯を推進する条例」について
・「おいしい神戸産農水産物等の活用の推進
に関する条例」について

　教育民生常任委員会では令和８年８
月７日に、子ども・子育て実証運営施設
「ＯｎｅＰａｒｋ（わんぱーく）」を現地視
察し、施設の状況や取り組みについて
説明を受けました。

▲佐伯市ホームページ
　子ども・子育て実証運営施設
　One Park（わんぱーく）を
　開設します

現
地
視
察

施設の詳細は
こちらへ

	

　
一
般
財
団
法
人
観
光
ま
ち
づ
く
り
佐
伯
は
、
設

立
時
の
基
本
財
産
３
０
０
万
円
の
う
ち
市
が

１
０
０
万
円
を
拠
出
し
、
割
合
は
33
・
３
％
で
あ
っ

た
。
そ
の
後
、
基
本
財
産
は
９
０
０
万
円
と
な
り
、

市
の
割
合
は
11
・
１
％
に
低
下
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
議
会
へ
の
経
営
状
況
報
告
の
対
象
外
と
な
っ
た

経
緯
と
、
議
会
へ
の
説
明
に
つ
い
て
問
う
。

	

　
基
本
財
産
は
３
０
０
万
円
か
ら
９
０
０
万
円
と

な
っ
た
が
、
市
の
拠
出
額
は
１
０
０
万
円
の
ま
ま

で
あ
る
た
め
、
拠
出
割
合
は
33
・
３
％
か
ら
11
・

１
％
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
伴
い
議
会
へ
の
報
告
対

象
で
は
な
く
な
っ
た
が
、
経
営
状
況
は
法
人
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
る
。

	

　
現
在
、
従
業
員
27
人
、
市
か
ら
２
人
を
派
遣
し

て
い
る
。
市
と
深
い
関
係
に
あ
る
法
人
と
し
て
、

議
会
や
市
民
へ
の
説
明
責
任
を
ど
う
考
え
る
の

か
。

	

　

市
と
共
に
観
光
を
推
進
す
る
重
要
な
パ
ー
ト

ナ
ー
と
し
て
認
識
し
て
い
る
。

	

　
監
査
委
員
の
指
摘
を
踏
ま
え
、
レ
ン
タ
サ
イ
ク

ル
事
業
の
適
正
性
と
透
明
性
を
ど
の
よ
う
に
確
保

し
た
の
か
。

	

　

令
和
８
年
３
月
か
ら
市
直
営
事
業
へ
移
行
し
、

市
職
員
が
直
接
貸
出
業
務
を
行
い
、
レ
ン
タ
ル
料

金
は
全
額
市
の
収
入
と
し
て
管
理
し
て
い
る
。

問答問答問答

	

　
障
が
い
を
持
つ
方
の
就
職
活
動
で
は
、
多
く
の

方
が
様
々
な
不
安
を
感
じ
て
い
る
。
例
え
ば
、「
自

分
に
合
う
仕
事
が
あ
る
の
か
」「
ど
の
程
度
配
慮
し

て
も
ら
え
る
の
か
」と
い
っ
た
悩
み
を
聞
く
。国
は
、

障
が
い
に
関
係
な
く
、
希
望
や
能
力
に
応
じ
誰
も

が
職
業
を
通
じ
て
社
会
参
加
で
き
る
共
生
社
会
実

現
の
た
め
、
全
て
の
事
業
主
に
一
定
の
割
合
で
障

が
い
者
を
雇
用
す
る
義
務
を
定
め
て
い
る
。
こ
れ

が
法
定
雇
用
で
あ
る
。
ま
た
、
市
の
責
務
と
し
て

「
障
が
い
者
雇
用
は
民
間
任
せ
で
は
な
く
、
国
と
自

治
体
が
先
頭
に
立
っ
て
、
雇
用
し
、
支
え
、
仕
組

み
を
整
え
る
。」
と
あ
る
。
障
が
い
を
持
つ
方
と
一

緒
に
働
く
こ
と
は
、
共
生
社
会
の
実
現
や
多
様
性

の
理
解
促
進
に
つ
な
が
る
重
要
な
取
り
組
み
で
あ

る
。
同
時
に
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
や
職
員
の
学

び
に
も
直
結
す
る
。
障
が
い
を
持
つ
職
員
を
含
む
、

全
て
の
職
員
が
働
き
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
期
待

す
る
が
、
障
が
い
を
持
つ
方
は
、
こ
ど
も
の
時
は

な
り
た
い
職
業
や
希
望
が
あ
っ
た
が
、
社
会
に
は

大
き
な
壁
が
あ
り
、
な
れ
る
職
業
は
少
な
く
、
結

果
職
場
を
諦
め
る
と
い
う
選
択
が
予
測
さ
れ
る
。

雇
用
推
進
者
並
び
に
職
業
生
活
相
談
員
の
対
応
が

必
須
と
推
察
す
る
が
、
正
規
職
員
数
の
増
加
と
雇

用
後
の
定
着
支
援
の
取
り
組
み
を
問
う
。

	

　
障
が
い
者
活
躍
推
進
計
画
を
令
和
２
年
３
月
に

定
め
、
雇
用
推
進
者
、
相
談
支
援
員
を
配
置
し
て

い
る
。
相
談
体
制
は
、
日
々
の
職
場
や
職
員
係
に

お
い
て
相
談
に
乗
る
な
ど
、
で
き
る
こ
と
は
協
力

し
て
い
る
。

問答

西
條
　
隆
洋

井
上
　
清
三

観
光
行
政
の
透
明
性

こ
の
ま
ま
で
よ
い
の
か
？

障
が
い
者
雇
用
の
充
実
で
、

優
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
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行 政 視 察 報 告

議会運営委員会 令和８年８月４日～５日

政策研究会 令和８年７月28日～30日

▲ 佐賀県伊万里市

▲ 佐賀県多久市

佐賀県伊万里市
・予算・決算特別委員会の運営について
・議会改革の取り組みについて

佐賀県多久市
・予算・決算特別委員会の運営について
・長期欠席議員の報酬減額条例について

視察を受けた今後の動き
視察先の取り組みを参考に、予算・決算特別委員会
の運営方法等について協議・検討していきます。

視察を受けた今後の動き
本市の地域特性をテーマとした条例の制定に取
り組みます。

▲ 大阪府泉南市

▲ 大阪府河内長野市

大阪府泉南市
・「共に歩んでいく思いやりのまち泉南市認
知症条例」について

大阪府河内長野市
・「河内長野市認知症と共に生きるまちづく
り条例」について

・「河内長野市孤立死防止条例」について

大阪府交野市
・「交野市地酒等による乾杯を推進する条例」について

兵庫県神戸市
・「神戸灘の酒による乾杯を推進する条例」について
・「おいしい神戸産農水産物等の活用の推進
に関する条例」について

　教育民生常任委員会では令和８年８
月７日に、子ども・子育て実証運営施設
「ＯｎｅＰａｒｋ（わんぱーく）」を現地視
察し、施設の状況や取り組みについて
説明を受けました。

▲佐伯市ホームページ
　子ども・子育て実証運営施設
　One Park（わんぱーく）を
　開設します

現
地
視
察

施設の詳細は
こちらへ
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No.87
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 Instagram
　（インスタグラム）
　２次元コード

Ｘ〔エックス〕
　（旧ツイッター）
　２次元コード

YouTube 
　チャンネル
　２次元コード

　佐伯鶴城高校書道部は、１年生８人、２年生７人の
計15人で、「憧れを力に」というスローガンの下、学年
の垣根を越えて日々練習に取り組んでいます。 県内外
の展覧会に向けた作品づくりをはじめ、市内各地のイ
ベントでの書道パフォーマンス
や横断幕の作成など、幅広く活
動しています。 地域の皆様から
の温かい御声援を励みに活動し
ていきますので、各種行事で見
かけた折には応援のほどよろし
くお願いいたします。

下記SNSで情報を発信中！

９月定例会は９月１日から９月25日まで
の25日間の会期で開催されました。

第４回  佐伯市未来議会を開催（日本文理大学附属高等学校）

次の議会 定例会は

表紙の題字の作成者

11月25日（水）～12月16日（水）に開催予定です。
一般質問は12月1日～4日の４日間の予定です。

佐伯鶴城高校書道部の皆さん

▲  「関東佐伯会」総会・懇親会の様子

令和８年6～8月
　主な議長公務日誌

６月 1 日（月）　北川ダム湖環境整備推進協議会委員会
６月12日（金）　第77回 番匠川漁業協同組合通常総会
６月22日（月）　佐伯市商店街連合会通常総会懇親会
６月27日（土）　「関東佐伯会」総会・懇親会
７月 7 日（火）　佐伯市・延岡市議会合同研修会
７月17日（金）　第69回 大分県乾椎茸品評会優勝祝賀会
７月22日（水）　全国若手議員の会 九州ブロック総会
７月31日（金）　地域未来ビジョン創造セミナー
８月 7 日（金）　大分県・市町村女性議員ネットワーク総会
８月19日（水）　第117回 大分県市議会議長会理事会
８月26日（水）　第22回 南部地域畜産共進会

題字は佐伯鶴城高校書道部の
皆さんの作品です。

背 番 号
30(監督)
10(主将)
38
22
19
７
21
９

選手氏名
後藤勇人
冨松万平
塩月健治
大﨑栄治
西條隆洋
河野和史
吉良栄三
染矢和陽

背 番 号
２
５
１
３
31
６
77

選手氏名
梶川善寛
𦚰坂　豊
廣津留龍二
大野達也
塩月将登
河原勝也
本杉貴志大野達也

𦚰坂　豊
河原勝也
本杉貴志

第 １ 走 者
第3走者（監督）

第２走者
第４走者

大分県民スポーツ大会
第79回大分県民スポーツ大会が開催されました。

4×100ｍリレー 
9位　記録 １分02.10秒

▲９月13日クラサスドーム大分

100ｍ個人  　
9位 15．48秒
  梶川善寛

雨により残念ながら中止となりました。

議員陸上

議員ソフトボール
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